Control of nanostructure formation and interface engineering of
titanium oxides for highly efficient charge transfer
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	太陽電池や光触媒など、キャリア移動が性能を規定する応用では、各材料の固有特性に加えて、異種材料がどのような界面で結合し、電荷がどの経路で移動できるかが決定的に重要である。ペロブスカイト材料であるCsPbBr₃は優れた光吸収・励起子特性を有し、近年盛んに研究されている一方、ナノ材料化には一般に有機配位子が用いられ、これがデバイス応用時には界面抵抗の増大や電荷抽出の阻害要因となり得る。そこで本研究では、CsPbBr₃からの電子抽出に適したTiO₂を用いてナノファイバー内にナノ空間を構築し、その内部で...
	第5章　総括
	本研究では、低温薄膜、1D配列、異種材料界面という3つのモデル系を通して、TiO₂ナノ材料の機能が、材料単体の性質だけでなく、作製プロセスや界面の構築方法によって大きく左右され得ることを整理した。具体的には、TiCl₄処理に基づく低温プロセスにおいてもNbドーピングが成立し、導電性の向上が得られることを示した。また、基板上に配向成長するナノロッドアレイをモデル系として用い、Nbドーピングによる形態応答が結晶相（ルチル/アナターゼ）や成長環境に依存して現れる可能性を比較の形で示した。さらに、CsPb...
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